
明
代

iお
八け
股る
文患
と菩
の の
関評
係点
を
中
Jし、

史
書
の
評
点
は
宋
代
に
、
す
な
わ
ち
評
点
と
い
う
文
章
批
評
の
形

式
が
確
立
す
る
と
問
時
に
現
れ
た
の
で
あ
る
。
た
と
え
ば
良
徳
秀
の

明
文
章
正
出
誌
に
『
友
伝
』
『
史
記
』
に
つ
い
て
の
評
点
が
克
ら
れ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
そ
れ
は
史
実
や
人
物
の
評
価
が
多
く
て
、
必
ず
し

も
文
議
論
と
い
う
視
点
か
ら
の
評
点
で
は
な
か
っ
た
。
し
た
が
っ
て

清
の
紀
的
は
『
由
庫
金
書
提
婆
』
の
中
で
「
其
持
論
甚
鍛
，
大
意
実

予
論
理
苅
不
論
文
。
」
（
そ
の
持
論
は
甚
だ
厳
密
で
あ
り
、
全
体
的
に
は

現
〔
思
想
・
内
容
な
ど
〕
を
論
じ
る
も
の
で
あ
り
、
文
〔
構
文
・
言
葉
使

い
な
ど
〕
を
論
じ
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
）
と
文
章
の
批
評
に
重
点

置
い
て
い
な
い
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る

ω。

文
章
の
機
文
法
な
ど
を
主
眼
に
し
、
史
惑
の
評
点
を
は
じ
め
た
の

張

鍛

は
や
は
り
明
代
に
入
っ
て
か
ら
の
こ
と
で
あ
る
。
開
明
代
に
史
書
評
点

は
盛
ん
に
行
わ
れ
た
。
大
体
、
高
暦
輯
以
前
の
史
書
評
点
状
況
は

『
史
記
恥
に
つ
い
て
い
え
ば
、
凌
稔
除
の
『
史
記
一
対
林
』
（
寓
謄
一
一
一
、

一
五
七
回
）
の
引
用
書
闘
に
見
え
る
。
次
に
そ
の
「
評
」
と
称
す
る

も
の
を
抄
録
し
て
お
く
。
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『
王
守
浸
史
記
評
抄
』

『
陳
石
亭
史
記
評
抄
h

程
一
崎
議
史
記
評
抄
恥

『
王
欣
mm史
記
評
抄
』

『
茅
見
治
史
記
評
抄
』

『
蜜
滋
陽
史
記
評
抄
』

『
翠
滋
泉
史
記
一
詩
抄
』



『
塊
野
史
記
部
誌
μ

』

吋
茅
鹿
門
史
記
評
控

『
張
王
屋
史
記
芦
倣
詮

司
王
尊
厳
史
記
評
抄
』

上
記
の
評
点
本
を
見
る
と
、
正
徳
朝
（
一
五
O
六
1
一
五
一
一
一
）

の
楊
慎
の
『
史
記
題
評
』
が
最
も
古
い
。
他
は
殆
ど
嘉
靖
、
陸
慶
再

開
制
に
集
中
し
て
い
る
。
凌
稚
践
の
吋
出
入
記
評
林
凡
例
』
に
よ
る
と
、

上
記
の
う
ち
楊
慎
の
『
史
記
題
評
』
を
除
き
、
皆
抄
本
で
あ
っ
た
。

と
こ
ろ
が
、
高
麗
朝
に
入
っ
て
か
ら
少
な
く
な
い
抄
本
も
刊
行
さ
れ

た
。
筆
者
の
知
っ
て
い
る
限
り
、
少
な
く
と
も
以
下
の
い
く
つ
か
の

叢
要
な
『
史
記
』
評
点
本
が
あ
る
。

嘉
靖
朝
（
一
五
一
一
一
一
1
一
五
六
六
）

唐
蝦
之
『
絹
川
先
生
精
選
批
点
史
記
』

茅
坤
歪
記
詑

穆
文
照
百
人
記
』

経
慶
輯
（
一
五
六
七
i
一
五
七
二
）

李
廷
機
烹
十
九
我
先
生
批
評
史
記
』

部
以
讃
『
史
記
輯
註

部
以
讃
吋
史
記
葉
一
註

高
踏
朝
（
一
五
七
一
一
一
1
一
六
二
O
）

孫
鎖
潔
月
峰
先
生
批
評
史
謹

湯
餐
示
室
制
器
産
林
湯
先
生
評
選
史
記
』

『
新
刻
震
林
湯
先
生
評
選
史
記
王
壷
氷
』

鍾
埋
『
鍾
伯
敬
先
生
評
史
記
奇
詑

李
光
耀
『
史
－
記
綜
互

後
稔
隆
『
史
記
選

梅
ウ
議
室
公
梅
太
史
訂
選
史
記
神
堕

天
啓
朝
（
一
六
二

7
3
一
六
四
四
）

陳
仁
錫
『
棟
太
史
評
問
史
一
一
正

感
情
自
円
相
判
（
二
ハ
二
八
1
一
六
四
四
）

陳
ウ
ナ
龍
『
陳
臥
子
先
生
測
議
史
記
』

全
体
か
ら
見
る
と
、
明
朝
に
お
け
る
百
人
記
』
に
つ
い
て
の
評
点

は
高
暦
朝
に
歪
り
ピ
！
ク
に
達
し
、
そ
れ
以
後
徐
々
に
衰
え
る
。
出
江

伝
』
も
大
体
同
じ
状
況
に
あ
る
。
実
擦
に
は
多
く
の
『
史
記
』
の
評

点
者
は
雨
時
に
司
左
舷
』
の
評
点
者
で
も
あ
っ
た
ゆ
え
に
、
い
わ
ば

百
人
記
』
の
評
点
状
況
は
大
体
明
代
の
史
書
評
点
の
実
状
を
反
映
し

て
い
る
。
な
か
で
も
凌
稚
娃
の
『
史
記
評
林
」
「
孫
鱗
の
『
孫
ロ
バ
峰
先

生
批
評
史
記
』
及
び
陳
子
龍
吉
煉
獄
子
先
生
測
議
史
記
』
は
宮
人

記
』
の
文
章
批
評
に
つ
い
て
の
代
表
的
評
点
本
と
思
わ
れ
る
。
こ
う

し
た
評
点
盛
況
の
社
会
背
景
は
や
は
り
明
代
の
科
挙
試
験
制
度
で
あ

る
。
そ
の
点
に
つ
い
て
主
に
三
つ
の
方
面
か
ら
分
析
し
て
み
る
。

第
一
に
、
史
警
の
評
点
物
は
ほ
ぼ
成
化
輯
以
後
刊
行
主
れ
て
お
り
、

八
段
文
が
特
殊
な
文
体
と
し
て
確
立
し
た
後
の
こ
と
で
あ
る

ω。
明

朝
初
期
、
太
組
朱
元
環
は
洪
武
一
一
一
年
に
詔
舎
を
下
し
、
科
挙
制
度
を
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実
擁
す
る
よ
う
に
命
じ
た
。
基
本
的
に
は
宋
代
の
科
挙
制
度
を
受
け

継
ぎ
、
四
番
五
経
を
筆
記
の
内
容
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
初
期
の
筆

記
試
験
は
ま
だ
厳
絡
な
八
股
文
で
は
な
か
っ
た
。
明
の
王
役
突
の

「
郷
試
合
試
文
字
稜
式
」
に
よ
る
と
、
第
一
場
の
五
経
試
験
問
題
は

そ
れ
ぞ
れ
五
百
字
以
上
で
、
臨
警
の
試
験
問
題
は
そ
れ
ぞ
れ
五
百
字

以
上
で
あ
り
、
第
二
場
の
謹
幾
論
は
一
一
一
百
字
以
上
で
あ
り
、
第
一
一
一
場

は
面
接
の
試
験
で
あ
る
が
、
鱗
粂
、
弓
道
、
書
道
、
擦
な
ど
が
入
る
。

殿
試
（
皇
帝
自
ら
の
国
接
）
は
「
時
務
策
」
の
文
章
を
一
千
字
以
上

で
あ
る
と
い
う

ω。
文
章
の
試
験
が
簡
潔
で
あ
る
一
方
、
実
務
の
能

力
も
護
視
す
る
。
洪
武
六
年
に
朱
元
惑
は
や
番
省
に
よ
初
出
回
い
を
下

し
、
科
挙
試
験
に
よ
っ
て
取
っ
た
人
材
は
若
い
人
が
多
く
、
文
章
は

な
か
な
か
う
ま
い
が
、
実
務
の
能
力
は
あ
ま
り
望
ま
し
く
な
い
と
指

摘
し
た
う
え
、
そ
の
年
の
科
挙
試
験
を
取
り
や
め
、
改
め
て
実
務
能

力
霞
寵
記
葬
を
示
し
た
の
で
あ
る
。

し
か
し
科
挙
制
度
の
実
施
に
よ
っ
て
下
層
の
貧
し
い
知
識
人
た
ち

の
た
め
に
出
世
の
道
を
識
さ
、
人
々
は
合
格
す
る
た
め
に
最
大
な
情

熱
で
文
殺
を
研
究
し
、
作
文
の
秘
訣
を
見
出
そ
う
と
し
て
い
た
。
そ

れ
に
対
し
、
出
散
の
関
門
が
狭
く
、
受
験
生
の
作
文
の
椀
が
う
ま
く

な
る
一
方
、
試
験
官
も
ま
す
ま
す
難
し
い
問
題
を
出
す
。
文
体
に
対

す
る
規
定
も
厳
格
に
な
り
つ
つ
あ
る
α

つ
い
に
「
殺
擦
題
」
と
い
う

奇
壊
な
出
題
の
方
法
ま
で
考
案
さ
れ
た
ほ
ど
で
あ
る
ゆ

顧
炎
武
の
（
巻
十
六
）
に
よ
る
と
、
八
股
文
の
形
成
は

成
化
年
間
（
一
四
六
五
i
一
部
八
七
）
の
こ
と
で
あ
る
と
い
う
。
高

塘
の
『
明
文
紗
一
一
一
編
』
の
説
明
に
よ
る
と
、
明
の
成
化
の
文
惨
公
王

襲
が
出
て
か
ら
八
段
文
の
文
法
が
漸
く
精
密
に
な
り
、
後
の
人
々
に

「
制
義
関
山
」
（
八
股
文
の
関
山
の
被
）
と
尊
ば
れ
た
。
正
確
に
い
え

ば
、
王
撃
は
八
股
文
の
「
文
法
い
を
確
立
さ
せ
た
一
人
で
あ
る
句

彼
は
「
六
経
に
は
文
法
あ
り
」
と
い
う
主
張
は
孫
鱗
よ
り
ず
っ
と
早

か
っ
た
。

成
記
以
後
、
弘
治
（
一
回
八
八

1
一五
O
五
）
を
経
て
正
徳
（
一

五
O
六
1
一
五
二
一
）
に
な
る
と
、
前
掲
の
楊
慎
の
句
史
記
題
評
』

が
現
れ
た
の
で
あ
る
。
前
後
の
間
際
は
二
十
数
年
に
す
ぎ
な
く
、
決

し
て
偶
然
で
は
な
か
っ
た
。
楊
慎
の
『
史
記
題
評
』
は
宮
入
記
』
に

つ
い
て
の
最
も
ネ
い
評
点
本
と
考
え
ら
れ
る
。
現
存
の
『
史
認
題

評
h

は
殆
ど
ぷ
ナ
一
兆
陽
句
史
記
題
詩
』
」
と
記
し
て
い
る
が
、
実
襟
泣

中
身
を
見
る
と
、
「
李
一
語
防
相
判
訂
、
高
士
魁
校
正
」
と
な
っ
て
い
る
。

批
評
し
た
部
分
は
宋
代
の
錦
須
渓
等
の
も
の
も
あ
る
が
、
殆
ど
「
楊

慎
」
と
署
名
し
た
も
の
で
あ
る
。
李
一
沌
楊
（
一
一
間
九
七

1
一
五
八

O
）
は
明
の
嘉
靖
五
年
（
一
五
二
六
）
の
進
士
で
あ
り
、
彼
は
直
接

携
慎
の
百
人
記
題
評
h

の
原
本
に
基
づ
き
編
集
し
て
い
た
と
推
概
さ

れ
る
。第

ニ
に
、
史
舎
の
評
点
者
は
殆
ど
科
挙
試
験
の
成
功
者
で
あ
る
。

主
な
代
表
的
な
評
点
者
と
し
て
、
景
泰
割
引
（
一
四
五

0
1
一
四
五

六
）
に
、
（
景
泰
五
年
の
進
士
）
、
成
化
朝
（
一
閤
六
五
1
一盟
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八
七
）
に
王
議
（
成
化
十
年
の
解
元
、
十
一
年
の
舎
一
冗
）
、
正
徳
朝

（
一
五
O
六
1
一
五
二
二
に
揚
慎
（
正
徳
六
年
の
状
一
冗
）
、
嘉
靖
朝

（
一
五
二
二

1
一
五
六
六
）
に
王
慎
中
（
嘉
靖
五
年
の
進
士
）
、
唐
傾

之
（
嘉
靖
八
年
の
進
士
）
、
薄
応
族
会
議
靖
十
閏
年
の
状
一
苅
）
、
茅
坤

（
嘉
靖
十
七
年
の
進
士
）
、
玉
世
貞
（
嘉
靖
一
一
十
六
年
の
進
士
）
、
注
道

昆
（
嘉
靖
一
一
十
六
年
の
進
士
）
、
王
錫
爵
（
嘉
靖
国
十
一
年
の
曾
元
・

梼
眼
）
、
移
文
部
…
（
嘉
靖
四
十
一
年
の
進
土
）
、
帰
有
光
（
蕊
議
四
十
四

年
の
進
士
）
、
降
慶
一
（
一
五
六
七
1
一
五
七
二
）
に
策
洪
憲
（
隆
慶

五
年
の
進
士
）
、
部
以
讃
（
騒
慶
五
年
の
命
日
一
冗
・
探
花
）
、
商
潜
朝
（
一

五七一一一
1
一
六
ニ

O
）
に
孫
鍛
（
寓
暦
二
年
の
進
士
）
、
李
廷
機
（
前
向

膳
十
一
年
の
進
士
）
、
閥
盟
齢
（
訪
問
騎
士
一
一
年
の
進
士
一
）
、
焦
紘
謝
（
寓

潜
十
七
年
の
状
一
冗
）
、
肇
糊
（
寓
腎
二
十
年
の
進
士
）
、
場
賓
安
（
高
崎

二
十
一
一
一
年
の
金
元
・
傍
限
）
、
王
畿
富
一
暦
二
十
六
年
の
進
全
）
、
銀
協

（
寓
暦
一
一
一
十
八
年
の
進
会
）
、
顧
錫
瞬
（
高
腐
四
十
七
年
の
進
士
）
、
天

啓
朝
（
一
六
二
一

1
一
六
二
七
）
に
陳
仁
錫
（
天
啓
二
年
の
探
花
）
、

文
南
英
（
天
啓
周
年
の
挙
人
）
、
静
元
春
（
天
啓
七
年
の
滋
一
人
）
、
楽
禎

朝
（
一
六
二
八

5
一
六
四
四
）
に
陳
子
龍
（
島
市
禎
十
年
の
逃
走
）
な

ど
が
い
る
。

こ
れ
ほ
ど
多
く
の
科
挙
の
成
功
者
た
ち
が
史
設
を
批
評
す
る
の
は

決
し
て
偶
然
で
は
な
か
っ
た
。
評
点
者
た
ち
が
如
何
な
る
目
的
で
史

設
を
批
評
し
た
か
は
彼
ら
の
序
文
や
凡
例
を
見
れ
ば
よ
く
分
か
る
。

基
本
的
に
は
や
は
り
科
挙
と
の
密
接
的
な
関
係
を
否
定
で
き
な
い
。

こ
の
点
に
つ
い
て
筆
者
は
す
で
に
他
の
論
文
で
触
れ
た
こ
と
が
あ
る

た
め
、
こ
こ
で
は
重
覆
し
な
い
。

第
三
に
、
さ
ら
に
注
目
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
は
、
一
群
点
者

た
ち
の
司
左
伝
』
『
史
記
恥
に
対
す
る
銭
信
況
に
つ
い
て
で
あ
る
。
た
と

え
ば
『
左
円
相
』
に
つ
い
て
は
、
陶
望
齢
は
「
後
之
文
章
中
一
小
低
，
竿
能

出
其
間
関
，
殆
文
章
之
鼻
祖
」
（
後
の
文
章
の
大
家
は
、
滅
多
に
司
左

伝
』
を
超
え
ら
れ
ず
、
ほ
ぽ
文
章
の
鼻
祖
と
一
一
出
回
っ
て
も
よ
か
ろ
う
）

と
、
百
λ

詑
』
に
つ
い
て
は
、
韓
敬
は
「
文
章
歪
司
馬
子
長
界
一
記
，
而

天
下
之
能
率
議
失
」
（
文
家
は
司
馬
還
の
『
史
記
b

に
至
り
、
天
下
の

文
章
一
家
の
で
さ
る
こ
と
が
終
わ
っ
た
）
と
評
論
し
、
い
ず
れ
も
司
左

倍
加
と
吋
史
記
』
を
文
章
の
車
両
手
本
と
見
な
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

ち
な
み
に
そ
れ
は
、
大
休
明
代
の
評
点
者
の
見
方
、
宇
佐
代
表
す
る
評
価

で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
評
価
は
、
当
然
な
が
ら
評
点
者
た
ち
は
八
股

文
を
批
評
す
る
時
も
例
外
な
く
最
高
の
法
則
と
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

彼
ら
は
序
雷
や
評
点
の
鮪
所
に
八
段
文
の
学
習
者
に
史
舎
の
作
文
法

（
い
わ
ゆ
る
「
文
法
）
）
を
学
ぶ
よ
う
繰
り
返
し
て
す
す
め
て
い
た
。

さ
て
、
明
代
の
評
点
者
た
ち
は
ど
の
よ
う
に
史
書
を
批
評
し
、
そ

の
中
か
ら
「
文
法
」
と
称
す
る
も
の
を
見
出
し
、
さ
ら
に
自
分
の
文

章
論
を
主
張
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
次
に
具
体
的
に
検
証
し
て

’uv 
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開
例
代
の
史
審
評
点
に
お
け
る
「
文
法
」
と
い
う
一
言
葉
は
今
日
の
語

学
の
噴
き
戸
ヨ
向
と
い
う
意
味
で
は
な
く
、
「
構
文
の
方
法
」
（
ま
た
は

「
作
文
の
方
法
」
）
と
い
う
意
味
で
あ
る
。
明
代
に
お
い
て
早
い
時
期

か
ら
「
文
法
」
を
重
視
し
た
の
は
や
は
り
王
築
で
あ
る
。
彼
は
次
の

よ
う
に
述
べ
て
い
る
6
0

世
謡
、
穴
経
無
文
法
，
不
知
高
台
義
理
、
高
古
文
字
皆
従
鮭
山
山
也
。

其
高
者
逮
者
米
敗
退
論
，
郎
如
七
月
…
篇
欽
幾
夜
間
，
山
内
射
殺
家

人
痕
輿
烹
組
問
縮
，
市
内
貰
紋
山
水
脈
絡
障
委
，
如
在
日
前
。
後
世
有

此
文
字
乎
？
論
語
記
犬
子
夜
郷
夜
靭
使
摘
等
容
，
宛
然
選
出
一
個

聖
人
，
北
文
能
之
乎
？
日
間
禁
序
如
番
銘
如
詩
，
祭
器
輿
詩
也
。
共

他
文
多
従
孟
子
，
選
為
張
世
文
章
家
活
，
執
謂
ム
ハ
怒
無
文
法
乎
。

（
役
の
中
は
ム
ハ
経
に
文
法
な
し
と
い
う
者
が
い
る
よ
う
だ
が
、
そ
れ

は
万
台
の
義
理
、
万
古
の
文
章
は
み
な
経
よ
り
出
た
と
知
ら
・
な
い

だ
け
で
あ
る
。
そ
の
な
か
の
高
い
も
の
や
速
い
も
の
に
つ
い
て
は

あ
え
て
す
ぐ
に
は
軽
率
に
議
論
し
な
い
が
、
た
と
え
ば
詩
経
「
む

月
」
と
い
う
農
家
の
生
活
を
描
写
す
る
一
議
で
も
、
中
に
は
家
族

の
寝
超
々
キ
食
事
を
詳
細
に
描
か
れ
て
い
る
。
ま
た
「
邸
内
設
」
に

山
水
の
脈
絡
に
つ
い
て
の
描
写
は
宛
も
尽
の
前
に
あ
る
よ
う
で
あ

る
。
後
世
に
は
こ
の
よ
う
な
鐙
れ
た
文
章
が
あ
る
で
あ
ろ
う
か
。

の
中
に
描
か
れ
て
い
る
孔
子
の
閉
会
や
朝
誌
に
い
る
様

或
い
は
外
遊
す
る
綾
子
は
、
宛
も
聖
人
の
ま
ま
の
よ
う
で
あ

る
。
文
章
で
な
け
れ
ば
ほ
か
に
で
き
る
で
あ
ろ
う
か
。
斡
愈
の
序

文
は
番
経
の
よ
う
で
詩
経
の
よ
う
で
あ
り
、
そ
も
そ
も
番
経
と
詩

経
を
真
似
た
に
す
ぎ
な
い
。
そ
の
他
の
文
章
は
「
千
晶
子
」
を
真
似

た
も
の
が
多
い
。
遂
に
後
世
の
文
章
家
の
手
本
と
な
っ
た
。
な
ぜ

六
経
に
文
法
な
し
と
言
え
る
で
あ
ろ
う
か
。
巻
下
、
文
章
）

王
撃
の
「
文
法
」
重
視
の
、
支
張
は
後
の
史
審
評
点
に
大
き
な
影
響

を
及
ぼ
さ
れ
て
い
た
。
『
左
伝
』
は
史
警
と
し
て
だ
け
で
は
な
く
、
六

経
の
一
っ
と
し
て
も
み
な
主
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
復
れ
た
文
章
と

し
て
批
評
さ
れ
る
の
も
ご
く
自
然
の
成
り
行
き
で
あ
る
。
『
史
記
』
は

ム
ハ
経
に
含
ま
れ
て
い
な
い
が
、
最
高
の
文
章
の
手
本
と
し
て
、
前
掲

の
よ
う
に
明
代
の
評
点
者
た
ち
に
認
め
ら
れ
て
い
る
の
で
、
評
点
者

た
ち
が
『
史
記
』
の
文
法
を
見
出
す
の
も
不
思
議
で
は
な
か
ろ
う
。

明
の
数
多
く
の
史
議
評
点
物
の
中
で
、
ぷ
〈
法
」
に
つ
い
て
最
も
よ

く
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
の
は
孫
鎮
の
『
孫
月
峰
先
生
批
評
史
記
』
と

言
え
よ
う
。
大
体
ニ
十
八
伎
の
「
文
法
」
を
ま
と
め
る
こ
と
が
で
き

る
。
す
な
わ
ち

ω僚
叙
法
、

ω繁
叙
法
、

ω略
叙
法
、

ω詳
叙
法
、

ω制
叙
法
、

ω議
括
法
、

ω綜
恕
法
、

ω錯
綜
法
、

ω翻
意
法
、

ω

讃
要
法
、
口
激
射
法
、
辺
鉄
護
法
、
日
相
関
同
法
、
日
凶
節
奏
法
、
一
泊
皮

霞
法
、
一
間
関
関
法
、
山
釦
挿
法
、
一
川
町
船
接
法
、
川
駅
関
法
、
制
紘
鎖

、j
f
t

、j
f
‘
、
、
j

／

t
町
、
、
l

／

t

v

g

八

法
、
幻
縮
刷
例
法
、
認
開
法
、
お
鍋
領
法
、
制
緩
縞
紫
領
法
、
お
虚
字
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捧
使
法
、

mm
借
客
形
主
法
、
幻
承
上
接
下
法
、
部
首
尾
法
と
あ
る
。

こ
れ
ら
の
「
文
法
」
は
概
し
て
三
つ
の
特
徴
が
あ
る
。

そ
の
一
は
、
明
代
に
お
け
る
史
書
評
点
の
「
文
法
」
は
「
叙
事
」
、

す
な
わ
ち
物
事
の
記
述
や
描
写
に
重
一
点
を
置
い
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

そ
れ
は
史
舎
の
性
絡
に
規
定
さ
れ
て
い
る
た
め
、
評
ぃ
白
山
者
た
ち
は
批

評
の
対
象
を
離
れ
て
勝
手
に
批
評
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
か
ら
で
あ

る
。
帰
有
光
は
「
学
者
作
文
最
難
事
。
古
今
一
議
口
叙
事
者
，
左
氏
可
馬

氏
而
己
。
如
紋
鄭
拡
公
本
来
，
此
左
氏
撃
力
主
両
者
。
」
（
尚
苦
」
叩
こ
と
に

は
作
文
が
最
も
困
難
な
こ
と
で
あ
る
。
古
今
の
叙
惑
を
よ
く
出
来
る

者
は
、
左
氏
と
司
罵
氏
の
み
で
あ
る
。
た
と
え
ば
鄭
荘
公
の
描
写
に

つ
い
て
は
、
左
氏
の
筆
力
が
最
も
優
れ
て
い
る
。
）
と
述
べ
て
、
「
叙

事
」
は
最
も
難
し
い
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
的
。
一
一
お
う
ま
で
も
な
く

「
叙
事
」
を
特
徴
と
す
る
史
警
は
そ
の
手
本
と
な
る
わ
け
で
あ
る
の

し
た
が
っ
て
史
書
に
あ
る
「
文
法
」
を
体
持
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

そ
の
ニ
は
、
明
代
の
「
文
法
」
は
ま
だ
戯
密
な
定
義
を
も
っ
て
い

な
い
こ
と
で
あ
る
。
た
と
え
ば
僚
叙
法
と
略
叙
法
、
繁
叙
法
と
詳
叙

法
、
開
閉
法
と
関
鎖
法
、
綱
領
法
と
提
綱
紫
領
法
と
の
関
は
ど
ん
な

相
違
が
あ
る
か
は
厳
密
な
定
義
が
な
い
。
ま
た
、
錯
椋
法
と
錯
綜
勢
、

激
射
法
と
激
射
勢
の
よ
う
に
、
文
法
と
文
勢
と
が
区
別
さ
れ
な
い
場

合
も
あ
る
。
「
勢
」
と
い
う
言
い
方
は
『
辻
野
一
巳
に
よ
く
え
ら
れ
る
。

『
詩
話
』
は
禅
学
の
影
響
が
強
く
、
禅
学
が
夜
接
、
或
い
は
間
擁
的

に
史
書
の
評
点
に
も
影
響
を
与
え
た
に
違
い
な
い
が
、
の
ほ

ど
そ
の
影
響
を
強
く
受
け
て
い
な
い
。

そ
の
三
は
、
明
代
の
文
法
は
基
本
的
に
「
簡
潔
」
を
美
文
の
モ
ツ

ト
と
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
孫
月
峰
は
「
事
以
諮
妙
，
語
以
隠
妙
，

文
以
傍
妙
」
（
内
容
は
怪
異
の
方
が
よ
い
。
言
葉
は
含
み
を
持
っ
た
ほ

う
が
よ
い
。
構
文
は
簡
潔
の
方
が
よ
い
。
）
と
述
べ
、
「
筒
潔
」
を
中
心

に
批
評
を
展
開
し
て
い
る
。
「
文
法
」
に
お
け
る
「
精
厳
」
（
又
は
「
精

核
」
「
精
密
」
「
厳
密
」
「
敢
核
」
な
ど
と
も
一
古
田
う
）
や
「
襲
裁
」
に
つ

い
て
の
議
論
は
い
ず
れ
も
「
簡
潔
」
を
基
本
と
し
た
も
の
で
あ
る
。

た
と
え
ば
「
欝
裁
」
に
つ
い
て
孫
月
峰
は
「
文
費
有
裁
，
以
館
街

繁
」
（
文
章
は
重
姿
な
の
は
簡
潔
に
す
る
こ
と
で
あ
り
、
す
な
わ
ち
簡

潔
の
形
式
を
以
て
繁
雑
な
事
柄
を
表
現
す
る
こ
と
で
あ
る
。
）
（
巻
五
十

五
）
と
明
確
に
主
張
し
て
い
る
。
『
史
記
』
劉
敬
叔
孫
通
列
伝
の
な
か

で
、
孫
ロ
バ
峰
は
「
只
百
七
十
字
，
市
時
、
地
、
人
物
皆
形
懇
時
期
不

悉
」
（
わ
ず
か
百
七
十
文
字
で
、
時
間
、
場
所
人
物
の
描
写
は
皆
い

き
い
き
と
し
て
よ
く
分
っ
た
。
）
（
巻
九
十
九
）
と
批
評
し
、
彼
の
「
文

節
い
論
の
裏
付
け
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
類
の
批
評
は
至
る
と
こ
ろ

に
見
ら
れ
る
。
し
か
も
似
た
よ
う
な
緩
点
は
他
の
評
点
本
に
も
よ
く

見
ら
れ
る
。
た
と
え
ば
『
史
記
繋
評
』
巻
八
に
「
咳
下
之
戦
，
髄
六

十
字
」
（
核
下
の
戦
い
の
描
写
に
つ
い
て
、
わ
ず
か
六
十
文
字
で
あ

る
。
）
と
の
一
許
認
が
あ
る
。
そ
れ
ら
の
文
章
は
い
ず
れ
も
少
な
い
字
数

で
複
雑
な
内
容
を
精
彩
に
描
写
し
た
好
例
で
あ
る
。
「
簡
潔
」
と
関
連

し
て
孫
月
蜂
は
ま
た
「
牒
」
「
錬
」
な
ど
の
概
念
を
打
ち
出
し
た
印
。
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現
代
の
評
点
者
た
ち
が
史
舎
を
重
視
す
る
背
景
に
は
、
科
挙
制
度
、

と
り
わ
け
八
股
文
の
こ
と
を
強
く
意
識
し
た
こ
と
に
あ
る
。
液
の
栴

域
派
の
代
表
的
人
物
で
あ
る
方
葱
（
翼
民
）
は
、

時
文
乃
代
理
賢
之
さ
問
。
学
研
経
内
九
史
，
間
議
論
無
根
援
。
学
有
忠

孝
仁
義
之
一
主
性
。
緩
依
妨
筒
先
之
宮
。
而
不
足
以
感
詩
人
心
。
（
八

股
文
は
す
な
わ
ち
聖
賢
の
ロ
識
を
真
似
る
も
の
で
あ
り
、
経
舎
や

史
舎
を
よ
く
知
ら
な
け
れ
培
、
綬
誕
の
な
い
議
論
す
る
こ
と
に
な

る
。
忠
孝
仁
義
と
い
う
最
高
の
性
情
が
な
け
れ
ば
、
た
と
え
聖
資

の
言
葉
を
真
似
て
も
人
の
心
を
感
動
さ
せ
、
酌
げ
発
さ
せ
る
こ
と
が

で
き
な
い
だ
ろ
判
フ
。
）
（
黄
淳
総
「
得
百
毘
之
地
而
君
之
為
也
い

と
述
べ
、
八
股
文
に
お
け
る
の
長
芋
史
蓄
の
重
要
性
を
強
調
し
て
い

る

ω。
こ
れ
は
ま
さ
に
明
人
の
考
え
を
喝
破
し
た
も
の
で
あ
る
。
史

警
の
評
点
と
八
段
文
と
の
関
係
に
つ
い
て
次
の
一
一
点
を
指
檎
し
て
お

き
た
い
。

ま
ず
、
一
評
点
者
た
ち
は
真
の
人
材
を
育
て
る
た
め
に
、
狭
い
護
福

知
識
し
か
勉
強
し
な
い
と
い
う
偏
向
を
正
そ
う
と
し
た
。
前
述
し
た

よ
う
に
、
洪
武
六
年
に
朱
元
環
は
す
で
に
当
時
の
若
い
挙
子
が
番
商

の

知

識

こ

と

）

を

電

視

す

る

…

偏

向

を
指
摘
し
た
う
え
で
、
そ
の
停
の
科
挙
試
験
を
中
比
し
た
の
で
あ
る
。

し
か
し
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
後
に
そ
の
偏
向
は
ま
す
ま
す
激
し

く
な
っ
て
い
く
。
程
培
自
の
吋
判
明
科
小
録
・
陸
象
山
謀
議
文
序
』
巻

時
文
盛
於
盟
関
資
字
表
於
明
。
唐
米
己
来
持
孔
穎
述
、
資
公
彦
、

社
佑
、
鄭
換
、
割
段
、
王
藤
鱗
之
流
皆
貫
通
経
史
，
簿
及
古
今
。
明

雄
人
材
輩
出
，
求
夜
間
学
如
十
日
蓋
募
。
明
文
荘
謂
十
一
存
登
名
前
列
，

不
知
史
冊
名
呂
、
朝
代
前
後
、
学
識
俄
労
者
，
額
以
入
諮
八
股
盛

岡
六
経
徽
，
十
八
店
輿
而
ニ
十
一
史
感
。
皆
有
感
於
門
学
問
之
衰
，

時
一
銭
為
之
也
。
（
八
股
文
は
明
朝
に
盛
ん
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
一
方

向
法
実
な
学
部
は
明
朝
に
衰
え
た
。
唐
来
以
降
、
孔
穎
達
、
資
公
彦
、

社
佑
、
鄭
樵
、
劉
敵
、
王
態
鱗
等
の
議
は
皆
経
書
や
史
書
に
構
通

し
、
古
今
の
博
識
の
持
ち
主
で
あ
っ
た
。
明
較
に
は
人
材
は
議
出

す
る
が
、
古
人
の
よ
う
な
堅
実
な
学
問
の
持
ち
主
が
少
な
い
。
郎

文
誌
は
い
う
。
「
科
挙
受
験
者
の
中
に
は
上
位
成
績
で
合
格
で
き
る

が
、
史
書
の
名
前
や
王
朝
時
代
の
賄
序
や
文
字
の
都
営
さ
え
知
ら

な
い
者
が
い
る
」
と
。
道
理
で
散
開
に
八
段
文
が
盛
ん
で
あ
っ
た

が
、
六
経
が
表
、
え
た
。
十
八
一
同
仰
の
八
段
文
集
が
盛
ん
で
あ
っ
た
が
、

二
十
一
史
の
史
惑
が
不
要
と
な
っ
た
と
い
う
一
言
い
方
が
あ
る
の
で

あ
る
。
そ
れ
は
比
息
子
聞
が
笈
え
た
こ
と
は
、
八
段
文
が
そ
の
原
関

で
あ
る
こ
と
に
嘆
い
た
わ
け
で
あ
る
。
）

と
あ
る
。
文
中
の
「
十
八
一
房
」
と
は
科
挙
の
成
功
者
た
ち
の
八
股
文
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作
文
集
で
あ
り
、
し
た
が
っ
て
八
股
文
の
盛
行
に
よ
っ
て
そ
れ
ま
で

の
経
学
や
史
学
の
伝
統
が
如
何
に
破
壊
さ
れ
た
か
を
嘆
い
て
い
る
の

で
あ
る
泊
。

こ
れ
に
対
し
史
書
の
評
点
者
た
ち
も
同
じ
認
識
を
示
し
て
い
る
。

顧
錫
曜
は
「
方
今
凝
明
側
席
，
須
通
今
博
古
之
問
時
T

，
率
維
米
儒
臼
疋

頼
。
」
（
今
臼
の
明
朝
の
君
主
を
輔
佐
す
る
の
は
、
古
今
の
博
識
を
持
っ

て
い
る
人
材
が
必
婆
と
さ
れ
て
い
る
の
に
、
な
ぜ
か
朱
子
学
し
か
知

ら
な
い
人
ば
か
り
起
用
さ
れ
て
い
る
。
）
（
百
人
記
紫
評
・
序
』
）
と
、

出
家
の
棟
梁
に
な
る
人
材
に
対
す
る
危
機
感
を
表
し
て
い
る
。

明
の
胡
膝
麟
も
「
今
文
人
所
急
者
，
先
秦
諸
番
：
詩
流
所
急
者
，

盛
唐
諸
書
：
翠
子
富
山
者
，
山
水
準
望
。
」
（
今
日
の
文
人
は
先
毒
事

の
宏
一
間
物
に
、
詩
人
は
盛
唐
の
諸
詩
集
に
、
科
挙
の
受
験
者
は
宋
代
の

朱
子
学
関
係
の
書
物
に
し
か
興
味
を
持
っ
て
い
な
い
。
）
（
『
少
釜
山
一
房

筆
叢
』
巻
四
）
と
、
明
の
人
た
ち
が
そ
れ
ぞ
れ
の
目
的
に
眠
っ
て
読

蓄
す
る
現
象
を
指
摘
し
た
。

こ
の
よ
う
な
学
識
が
偏
っ
た
額
向
を
正
す
た
め
に
、
史
舎
の
評
点

者
た
ち
は
ま
ず
史
書
を
八
股
文
の
手
本
と
し
て
考
え
る
。
明
の
王
畿

は
友
人
唐
荊
川
（
傾
之
）
の
司
荊
川
先
生
精
選
批
点
史
記
』
の
た
め

に
恭
一
開
い
た
序
文
の
中
で
「
五
同
友
荊
川
子
嘗
讃
史
漢
書
，
取
其
鶴
裁
精

良
搬
没
者
数
十
籍
，
以
為
義
文
之
期
。
」
（
わ
が
友
で
あ
る
護
刑
…
川
は
嘗
て

『
史
記
』
や
『
漢
書
h

を
読
み
、
そ
の
文
体
が
精
密
か
っ
そ
れ
ぞ
れ

呉
な
る
も
の
数
十
篇
を
編
纂
し
て
、
八
股
文
の
規
範
と
す
る
。
）
と
、

唐
荊
川
の
『
史
記
』
を
評
点
す
る
目
的
は
八
股
文
の
模
範
に
あ
る
こ

と
を
指
摘
し
て
い
る
。
実
際
に
は
史
書
の
文
章
を
八
股
文
と
直
接
に

結
び
つ
け
る
の
は
な
か
な
か
難
し
い
た
め
、
王
畿
も
そ
れ
を
認
め
な

が
ら
「
師
其
意
，
不
師
其
除
。
」
（
そ
の
深
意
を
習
い
、
そ
の
言
葉
を
習

わ
な
い
。
）
と
、
古
文
の
形
式
よ
り
閉
山
内
」
内
容
の
精
髄
の
吸
収
を
強
調

す
る
。次

に
、
評
点
者
た
ち
は
八
股
文
の
形
式
主
義
の
額
向
を
正
そ
う
と

し
た
。
前
述
し
た
よ
う
に
、
明
代
の
史
舎
の
評
点
者
は
ほ
と
ん
ど
科

挙
の
成
功
者
で
あ
り
、
八
股
文
の
作
文
名
手
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て

彼
ら
は
八
股
文
の
弊
害
を
誰
よ
り
も
知
っ
て
い
る
。
受
験
者
た
ち
が

科
挙
試
験
に
合
格
す
る
た
め
に
、
八
股
文
の
作
文
技
術
に
専
念
し
た

結
果
、
形
式
主
義
の
袋
小
路
に
入
っ
て
し
ま
い
、
盟
が
人
材
を
選
抜

す
る
と
い
う
八
股
文
本
来
の
使
命
は
果
た
す
こ
と
が
で
き
な
く
な
っ

た
の
で
あ
る
。

明
代
の
八
股
文
に
お
け
る
形
式
主
義
の
傾
向
は
、
隆
慶
、
訪
問
暦
朝

か
ら
す
で
に
見
ら
れ
始
め
た
。
種
糧
問
は
「
逮
湯
震
林
侶
以
機
巧
織

滋
之
法
，
文
鱒
始
嬰
。
」
（
湯
震
林
は
機
巧
織
薄
の
文
法
を
提
唱
す
る
よ

う
に
な
っ
て
か
ら
、
文
体
が
は
じ
め
て
変
わ
っ
た
。
）
（
判
制
科
小
録
・

陸
象
山
課
讃
文
序
』
巻
一
）
と
、
湯
麓
林
（
賓
ヰ
ア
）
が
「
機
巧
織

汚
い
（
、
ま
た
は
「
機
法
」
と
も
い
う
）
を
提
唱
し
、
形
式
主
義
の
援
鱗

の
き
っ
か
け
を
作
っ
た
と
い
う
。

誌
の
梁
翠
鋭
の
認
制
義
叢
話
』
巻
六
の
中
に
、
「
徐
存
議
臼

．．
 

嘉
靖
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以

前

文

以

資

勝

，

疑

寓

以

後

文

以

虚

勝

。

詰

寓

始
問
。
闘
機
，
悶
筑
間
之
也
，
後
漸
超
於
簿
山
欠
。
嘉
端
文
妙
蕗
皆
生
，

賎
痩
蔦
麗
始
熟
。
熱
器
，
揚
許
開
之
出
，
援
漸
入
於
腐
灸
。
」
（
徐
存
竜

は
い
う
。
「
嘉
靖
以
誠
、
文
章
は
寅
を
以
て
得
意
と
す
る
。
降
寓
以
後
、

文
章
は
成
会
｝
以
て
得
意
と
す
る
。
議
矯
の
文
章
は
切
り
答
え
る
と
こ

ろ
が
皆
う
ま
く
い
か
な
く
、
隆
援
と
高
暦
に
な
っ
て
か
ら
は
じ
め
て

円
滑
に
切
り
替
え
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
る
。
『
問
機
h

と
い
う
丹

治
の
方
法
は
回
一
…
筒
、
部
以
讃
に
よ
っ
て
始
め
た
の
で
あ
る
。
そ
の

後
徐
々
に
軽
薄
と
な
っ
て
い
く
。
嘉
靖
の
文
章
は
妙
所
の
と
こ
ろ
に

ま
だ
闘
い
が
、
盛
麗
と
寓
暦
に
な
っ
て
か
ら
は
じ
め
て
円
熟
と
な
っ

た
。
『
熟
調
』
と
い
う
円
熟
の
方
法
は
湯
顕
視
、
許
務
に
よ
っ
て
始
め

た
の
で
あ
る
。
そ
の
後
徐
々
に
陳
腐
な
手
法
と
な
っ
て
い
く
J
）
と

回
、
徐
存
議
は
嘉
靖
と
縫
・
寓
両
朝
の
八
股
文
を
比
較
し
た
結
果
、

嘉
摘
の
八
段
文
の
長
所
は
長
以
」
に
あ
る
が
、
一
方
臨
援
と
高
暦
の

八
段
文
の
長
所
は
「
産
」
に
あ
る
。
嘉
靖
の
八
段
文
の
文
章
の
切
り

特
甘
え
る
と
こ
ろ
は
硬
く
、
こ
の
欠
点
を
克
服
で
き
て
円
滑
に
な
っ
た

の
は
掻
慶
と
寓
騒
に
入
っ
て
か
ら
の
こ
と
で
あ
る
と
い
う
。
閤
興
味
深

い
こ
と
は
、
本
来
「
問
機
」
と
「
熟
調
」
は
み
な
八
段
文
が
成
熟
し

た
印
で
あ
る
が
、
そ
こ
か
ら
潤
時
に
形
式
主
義
へ
滑
り
込
む
転
換
点

で
も
あ
っ
た
。

四
現
代
の
評
点
者
た
ち
が
史
蓄
を
重
筏
す
る
意
識
は
、
後
の
八
股
文

の
評
点
者
た
ち
に
も
大
き
な
影
饗
を
与
え
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
清

の
高
壊
が
編
集
し
た
明
の
八
股
文
集
で
あ
る
吋
明
文
紗
』
に
は
史
舎

を
強
く
意
識
す
る
評
語
が
よ
く
自
に
す
る
。
次
に
加
仰
を
見
て
み
よ
う
。

O
李
叔
元
『
今
喜
子
以
隣
国
為
撃
恥
（
吋
暁
文
紗
』
初
編
中
庸
・
上
孟

下
孟
）

箆
批
．．
 

左
傍
気
味
，
鴎
策
機
鋒
，
後
ニ
比
有
意
思
，
中
符
奇
気
，

潟
市
騒
壌
之
額
。

O
帰
ム
特
光

中
庸
．
上
孟
下
孟

）
 

見
批
．．
 

或
謂
大
家
数
不
講
風
神
，
北
出
。
看
此
文
調
諮
点
目
節
，

回
終
結
世
武
神
。
但
其
制
服
欝
深
厚
，
成
神
従
史
漠
歌
的
商
得
来
。
（
友
松

渠）
O
庶
荊
川
吋
鄭
人
使
ヱ
γ
濯
権
侵
衛
』
（
『
明
文
紗
』
毘
議
中
露
・
上
孟

下
孟
）

尾
批
：
模
擬
出
入
記
文
字
作
孟
子
叙
事
長
題
，
雷
同
此
法
。
断
料

嘉
均
点
俗
学
也
。
（
無
名
氏
）

さ
ら
に
、
一
群
点
者
た
ち
は
八
股
文
の
名
手
を
友
丘
拐
、
司
馬
還
に

例
え
る
こ
と
も
あ
る
。
た
と
え
ば
評
点
者
の
一
人
で
あ
る
王
転
渠
は
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省
内
閣
欽
の
八
股
文
「
舜
英
大
孝
也
奥
」
を
批
評
す
る
際
、
「
時
文
中
史

選
也
。
」
（
八
段
文
の
中
の
司
馬
遷
で
あ
る
。
）
（
『
明
文
紗
』
五
編
下
吋

庸
）
ま
で
評
価
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
評
語
は
や
や
大
袈
裟
か
も
し

れ
な
い
が
、
評
点
者
の
考
え
方
を
代
表
す
る
も
の
だ
と
思
わ
れ
る
。

同
じ
王
転
渠
で
あ
る
が
、
「
時
文
話
病
，
Y岩
保
持
之
筆
」
（
八
股
文
の
病

を
治
す
に
は
友
丘
明
、
弓
馬
還
の
銃
一
十
が
必
要
で
あ
る
。
）
と
明
確
に
指

摘
し
て
い
る
。
こ
の
考
え
方
は
前
述
の
史
書
の
評
点
者
た
ち
の
議
論

と
ま
さ
に
合
致
し
て
い
る
。

具
体
的
批
評
に
は
、
八
股
文
評
点
に
お
け
る
史
書
評
点
と
の
か
か

わ
り
も
よ
く
見
ら
れ
る
。
こ
こ
で
は
「
文
法
」
に
焦
点
を
当
て
て
取

り
上
げ
て
み
よ
う
。
（
O
の
引
用
文
は
史
惑
の
評
語
で
あ
り
、
－
の
引

用
文
は
八
股
文
の
許
認
で
あ
る
。
）

1
．
主
客
室
翠

O
孫
鍍
評
・
・

H

汗
翠
雨
入
憲
法
，
批
納
容
形
主
，
作
抑
揚
頓
畿
勢
，
姿

態
最
横
滋
，
最
銭
綜
士
官
調
。
（
吋
孫
月
峰
先
生
批
評
史
記
』
巻
一

O
九

李
将
軍
傍
）

O
鍾
埋
評
：
因
徐
築
審
態
安
興
曇
向
上
書
，
故
括
入
…
…
人
夜
内
。

喜
柏
山
女
，
此
文
字
波
事
ι妙
。
若
他
人
一
鮒
問
中
強
翠
此
調
篇
文
字
，

財
塞
破
失
。
（
部
以
讃
吋
史
記
葉
評
』
巻
一
百
十
一
一
平
洋
佼
主
父
列

傍）
－
何
義
門
評
．．
 

殿
所
濁
奔
所
向
。
亦
析
入
門
輿
理
学
作
詞
層
，
生

出
一
寅
一
主
，
功
罪
分
明
，
上
下
一
線
。
（
王
撃
「
奔
而
殿
将
入
門
」
，

高
塘
吋
明
文
一
秒
』
初
縮
大
事
上
論
）

江
若
度
評

．．
 

寓
上
旬
重
施
殿
宇
逆
入
軽
放
奔
字
，
十
何
主
有
客
。

潟
下
旬
翻
轄
奔
殿
，
伴
説
析
入
門
輿
将
入
作
雨
露
，
以
客
槻
主
。
局

法
蟹
均
如
武
侯
八
樺
盟
。
（
王
整
「
奔
而
殿
終
入
門
」
）

－
王
己
山
評

．．
 

額
易
於
改
換
字
富
，
移
入
上
旬
，
須
轄
以
上
旬
相

形
，
方
切
本
校
，
此
倍
賞
定
主
法
。
（
王
背
堂
「
人
十
能
之
己
千
之
」
，

高
機
吋
明
文
紗
』
初
繍
大
島
平
L
立
四

－
無
名
氏
評
．．
 

上
一
一
一
字
描
蓋
一
切
，
下
被
包
R
M
T

裏
許
文
熟
於
質
主

逆
瀬
之
法
。
思
致
鎖
紛
，
オ
情
様
滋
，
策
枯
者
設
以
此
等
文
捺
之
。

（
禁
士
山
睦
「
蕩
蕩
乎
民
無
能
名
一
時
凋
」
，
官
同
塘
『
明
文
紗
』
六
縮
大
学
上

叫穆
2
．
虚
実

。
孫
鏡
、
評
：
雨
事
。
一
虚
一
段
，
一
議
一
淡
，
正
是
節
奏
。
此
間
切

是
捉
張
以
封
然
，
亦
ロ
ハ
是
以
事
墾
，
乃
不
寂
容
写
。
（
吋
孫
月
蜂
先
生

批
評
史
認
』
巻
七
十
一
樗
累
子
甘
茂
列
偽
）

O
孫
鐸
貯
．．
 

賀
市
費
相
錯
，
此
蓬
経
緯
列
悶
護
，
過
奨
終
箪
是
資
。

無
下
安
則
上
淡
海
…
上
府
則
下
怠
不
透
，
ム
口
乃
濃
股
。
（
吋
孫
月
峰
先
生

批
評
史
記
』
巻
九
十
一
撒
布
列
傍
）

－
陸
稼
書
評
．．
 

六
絞
内
先
士
一
日
徴
祝
賀
縫
，
次
官
一
口
消
禍
逗
福
，
是
白

鼠
齢
制
問
、
一
心
泊
。
（
鮪
錫
略
「
季
氏
旅
於
泰
山
」
，
高
城
吋
明
文
紗
』
初

ω鋼
大
以
下
山
部

－
王
己
山
評
：
題
分
臨
被
，
上
質
下
虚
。
寒
虎
回
斡
分
明
，
海
底
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潔
沼
不
端
。

情
景
入
神
。

邸
主
務

－
無
名
氏
評
：
通
篇
不
見
部
｛
主
ザ
ナ
脊
諾
字
神
理
。

学
存
者
無
詞
，
最
須
普
怒
合
也
。
者
他
出
虚
入
費
，
出
浅
入
深
，
是

何
等
唐
次
。
（
緩
慢
「
孔
子
日
諾
」
，
高
塘
『
明
文
紗
』
初
線
大
学
上

論）
－
何
義
門
評
．．
 

鹿
描
資
綴
，
皆
於
一
戎
衣
一
一
一
字
著
筆
。
（
徐
常
吉

辺
日
一
戎
戎
尚
有
天
下
円
高
塘
『
明
文
紗
』
初
繍
大
挙
上
一
域
的

－
王
己
山
評
：
起
ニ
比
直
落
不
知
，
題
事
己
議
余
。
中
間
妙
矧
倍

賞
議
虚
之
法
，
繭
以
事
後
知
之
，
殺
事
前
之
一
小
知
。
後
…
以
叔
之
自

知
，
滋
公
之
不
知
，
一
以
公
之
知
武
成
，
議
公
之
不
知
叔
，
便
器
題

歩
寵
然
。
部
不
綴
後
文
陪
答
出
。
（
王
策
中
「
不
知
也
円
高
塘
『
明

文
紗
恥
初
繍
上
孟
ド
一
蕊
）

3
．
潜
窮

O
孫
嬢
評
：
故
作
窓
外
語
，
用
生
一
ト
甚
隣
快
，
此
是
激
射
法
。

（
譲
月
蜂
先
生
批
評
史
記
』
巻
七
十
張
能
川
判
傍
）

O
孫
鎖
評
：
然
｛
予
感
，
亦
是
激
射
勢
。
（
立
川
河
蜂
先
生
批
評
史

記
』
巻
七
十
張
犠
列
傍
）

－
王
己
山
許
：
硲
機
内
下
館
虚
返
本
命
題
，
一
将
一
品
m
，
桔
為
激
射
，

祭
祭
器
榔
悶
品
。
此
緩
文
在
時
総
設
や
可
謂
規
矩
方
関
之
至
。
「
A
7

也
純
倹
｝
品
川
従
沼
地
」
，
高
塘
吋
明
文
紗
h

初
鰯
対
掛

H
吋⑪

郡
白
新
繍
相
生
融
結
一
片
，

「
奔
而
殿
終
入
門
円
高
塘
吋
明
文
紗
h

初
繰
刈

4
．
調
合

O
孫
嬢
評
：
纏
牧
衛
氏
語
，
有
械
的
致
，
然
不
入
之
前
段
，
部
牧
在

諾
禅
将
後
，
正
是
開
国
間
法
。
（
『
孫
月
峰
先
生
批
評
史
記
』
巻
一
百
卜

一
旬
奴
列
傍
）

－
続
稼
講
評
．．
 

前
四
段
以
♂
不
可
使
有
，
結
起
不
能
遂
無
。
此
雨
般

一
間
同
一
関
之
法
。
以
然
、
過
海
遊
，
時
起
寡
過
，
此
一
般
内
自
為
関
閤

之
法
。
（
部
以
讃
「
夫
子
欲
葬
廿
《
滋
荷
未
能
也
」
高
出
崎
明
明
文
紗
』
初

線
大
学
上
鳴
し

－
無
名
氏
評
：
此
題
乃
間
延
一
出
中
意
，
不
感
酪
封
。
荊
川
開
虫
符
ム
悶
，

其
妙
一
吋
以
意
求
。
（
出
版
鰻
之
「
思
犬
尚
有
火
下
者
」
，
高
塘
『
明
文

紗
』
初
繍
一
よ
苦
痛
）

5
．
簡
潔

O
孫
鱗
評
：
一
下
係
府
議
叙
法
，
額
勤
核
有
色
，
葦
亦
臼
春
秋
経

饗
来
。
（
烹
月
峰
先
生
批
評
史
認
知
巻
一
五
常
本
記
）

。
孫
鍍
評
．．
 

諸
事
己
多
見
呂
后
組
，
此
係
重
放
。
然
此
底
閥
単
総
括

閤
鴎
事
，
又
別
一
緩
憐
節
。
苅
此
欽
得
讃
淡
，
意
態
閤
濃
，
亦
可
昆

筒
叙
法
。
（
『
孫
口
汁
峰
先
生
批
評
史
記
』
巻
四
十
九
凶
敬
的
行
完
治
…
家
）

－
方
沼
一
漠
評
．．
 

文
略
尚
理
足
，
簡
方
筒
意
時
。
間
比
中
日
開
後
人

無
数
移
詑
参
差
之
妙
，
不
得
以
平
易
宣
之
。
（
岳
正
之
ヱ
大
一
大
」
高
塘

吋
明
文
紗
』
一
一
一
線
）

－
主
己
山
許
z
結
簡
1

小
欲
留
一
般
字
，
市
気
線
奇
像
，
如
高
山
鐙

谷
。
龍
虎
墾
詑
，
乃
健
所
罷
傑
魁
。
（
張
居
正
「
生
財
有
大
道
」
高
塘
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萌
文
詮
四
縮
大
島
主
論
下
地
訓
）

－
方
望
撰
評
：
題
緒
雄
雑
，
無
一
節
可
脱
略
。
文
能
取
繁
以
簡
，

妥
髪
不
選
。
市
出
以
自
然
，
由
其
理
待
部
気
清
也
。
（
顧
令
A
1成
「
是
以

君
子
有
繋
矩
忠
倍
以
得
之
」
高
塘
『
瞬
文
紗
』
五
縮
大
翠
上
論
）

6
．
承
上
起
下

O
孫
績
評
．．
 

若
承
上
起
下
者
，
然
文
字
須
如
此
機
乃
図
。
（
吋
孫
月

峰
先
生
批
評
史
－
記
』
巻
五
十
五
留
侯
世
家
）

－
陸
稼
審
評
．．
 

開
講
従
交
情
上
説
超
，
見
君
子
之
交
，
輿
常
人
不

開
，
此
是
承
上
起
法
。
（
郵
以
讃
「
夫
子
欲
寡
其
過
荷
未
能
出
」
，
高

塘
『
明
文
紗
』
初
縮
大
内
門
干
上
越

－
陵
稼
書
評
．．
 

開
講
師
疋
承
上
起
法
。
八
般
要
看
其
出
皮
帯
腎
，
出

浅
瀬
深
之
妙
。
（
鰐
尊
素
「
出
汁
高
塘
『
明
文
紗
』
初
綿
大
手
上
論
）

－
在
鈍
翁
評
．．
 

末
匂
是
承
上
起
下
語
耳
。
通
・
活
十
何
設
以
米
受
人
一
為

養
述
。
但
題
既
裁
住
，
便
有
相
題
一
行
文
之
法
，
必
日
大
金
云
何
，
蒙

引
去
何
，
北
村
苧
光
可
輿
説
一
番
，
未
一
時
輿
評
文
也
。
（
顕
起
一
苅
「
子
述

之
武
王
室
長
E
，
高
塘
萌
文
詮
一
一
繍
大
事
上
越

－
方
望
渓
評
．．
 

此
是
承
上
引
下
語
脈
，
文
家
易
生
轄
稿
。
得
此
篇

市
題
解
始
透
。
（
王
樵
「
故
宏
子
不
可
以
不
笹
身
」
高
塘
吋
明
文
紗
い

関
線
上
孟
下
孟
中
産

7
．
蛍
患
呼
応

O
孫
鍛
評
．．
 

是
血
脈
貫
穿
文
字
第
，
筆
藻
未
備
，
且
未
甚
工
納
，

諸
門
凸
心
事
首
尾
悉
具
。
（
吋
孫
月
峰
先
生
批
評
史
記
』
巻
九
n
T
U
后
本
紀
）

－
文
千
子
評
：
味
空
霊
，
可
稿
雲
一
中
俊
鵠
。
前
呼
後
藤
慮
，
尤

見
混
成
無
痕
。
（
儲
嘘
「
道
之
以
政
二
回
向
塘
『
明
文
紗
』
初
編
論
語

上）

凌
仲
遠
評
．．
 

承
接
ニ
比
，
如
行
龍
過
峡
，
如
健
鵠
摩
空
，
有
此

一
段
在
中
。
所
以
分
合
如
意
，
撃
尾
別
苦
臆
，
撃
首
財
尾
態
。
（
向

上）
・
狂
武
世
間
同
評
：
上
二
準
富
栄
，
米
L

卒
中
一
一
問
機
，
第
三
議
財
兼
撞
城
京
市

士
一
同
之
。
以
第
一
一
一
家
作
主
。
撃
其
中
市
首
尾
臆
，
乃
天
生
局
法
。
（
中

略
）
凡
作
古
文
時
文
者
，
狩
不
可
不
知
也
。
（
李
光
鰭
「
孔
子
謂
李
氏

神
間
家
」
高
指
『
明
文
紗
』
ニ
繍
論
語
上
）

五
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明
代
に
お
け
る
史
書
の
評
点
は
科
挙
試
験
制
度
の
実
施
に
よ
っ
て
、

文
章
が
震
一
括
さ
れ
る
風
潮
の
中
で
感
ん
に
行
わ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

明
代
以
前
の
よ
耐
環
」
を
中
心
と
し
た
評
点
と
奥
な
り
、
「
文
法
」
を

や
心
と
し
た
「
論
文
」
の
評
点
内
容
が
そ
の
特
徴
で
あ
る
。
そ
の
転

換
は
文
学
批
評
史
に
お
い
て
大
き
な
意
義
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
史
書

評
点
は
理
論
上
明
代
八
股
文
の
作
文
に
対
し
積
接
的
な
役
割
を
果
た

し
た
？
ぇ
、
大
量
な
事
例
か
ら
「
文
法
」
（
構
文
法
）
を
形
成
さ
せ
た
。

し
た
が
っ
て
評
点
が
内
容
か
ら
形
式
ま
で
、
明
代
文
学
批
評
の
成
立



と
展
開
の
た
め
に
条
件
を
繋
え
、
名
実
と
も
に
明
代
文
学
批
評
の
主

流
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

な
お
、
も
う
一
つ
見
逃
し
て
は
な
ら
な
い
の
は
明
代
に
お
け
る
多

く
の
史
書
評
点
者
が
科
挙
の
成
功
者
だ
け
で
は
な
く
、
同
時
に
当
時

文
域
に
お
い
て
活
躍
し
た
領
袖
で
も
あ
る
こ
と
で
あ
る
。
た
と
え
ば

復
官
派
の
五
役
貞
を
は
じ
め
と
す
る
前
後
七
子
は
も
と
よ
り
、
蔚
市
水

派
の
腐
頗
之
、
茅
坤
、
四
郎
有
光
ら
も
史
警
の
評
点
に
情
熱
を
注
い
だ
。

そ
の
線
本
的
な
原
閣
は
や
は
り
君
江
戸
加
畑
町
史
認
』
が
す
べ
て
の
文
章

の
様
で
あ
り
、
文
章
の
最
高
の
手
本
だ
と
い
う
共
通
な
認
識
が
あ
っ

た
た
め
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
た
と
え
唐
宋
派
で
も
台
包
括
』
『
史

記
』
と
緯
傘
、
欧
鵠
修
、
一
一
一
蘇
と
の
淵
源
関
係
を
認
め
る
。
論
的
の
方

惑
は
次
の
よ
う
に
庶
限
之
、
帰
有
光
に
お
け
る
古
文
（
韓
愈
、
欧
陽

修
な
ど
の
文
’
翠
）
と
八
段
文
と
の
関
係
を
指
摘
し
て
い
る
。

。
以
古
文
為
時
文
，
自
庭
菊
川
始
，
而
蹄
議
川
又
依
之
以
関
内
持
。

如
此
等
文
資
能
以
斡
敏
之
気
，
連
続
朱
之
理
。
（
蹄
有
光
「
苔
十
有

五
」
，
高
塘
吋
明
文
紗
』
間
縄
大
内
盤
上
靖
ト
論
）

。
持
府
出
悶
以
古
文
為
時
文
。
出
版
則
的
指
事
類
情
，
曲
折
議
意
，
使
人

望
一
郎
心
開
：
鰭
射
精
理
内
藷
，
大
気
包
邸
中
，
使
人
入
英
中
市
詰
然
。

叫
古
川
市
出
一
深
透
於
史
事
，
一
兼
遼
於
経
義
也
。
（
出
版
頗
之
三
一
一
仕
為
令

戸
」
高
塘
『
明
文
紗
』

mm縮
大
学
上
論
一
ト
論
）

要
す
る
に
、
韓
・
欧
の
古
文
を
八
股
文
に
率
先
し
て
取
り
入
れ
た

の
は
唐
順
之
で
あ
っ
た
が
、
後
に
帰
有
光
が
さ
ら
に
斡
・
欧
の
古
文

を
八
段
文
に
一
機
会
貫
通
さ
せ
た
の
だ
と
い
う
。
し
か
し
な
が
ら
韓
怠

や
欧
陽
修
も
や
は
り
そ
れ
ぞ
れ
に
史
書
か
ら
文
章
の
一
一
一
味
を
学
ん
だ

の
で
あ
る
。
清
の
九
郎
世
寧
は
二
人
の
風
格
と
史
常
一
宮
と
の
関
係
を
次
の

よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

柊
門
学
史
記
，
得
其
雄
閣
内
山
：
歌
学
史
記
，
得
其
鋭
部
補
即
。
（
趨
南
星
「
資

紫
公
有
馬
イ
ナ
願
」
，
高
堀
荷
パ
文
紗
h

五
銭
判
胤
刊
朝

す
な
わ
ち
、
唐
の
緯
愈
は
百
人
記
』
か
ら
「
雄
烈
」
を
、
来
の
歌
陽

修
は
『
史
記
恥
か
ら
「
諜
鯵
」
を
そ
れ
ぞ
れ
に
学
ん
だ
と
い
う
。
結

局
、
唐
山
米
派
に
し
て
も
『
左
依
』
『
史
記
』
な
し
で
は
文
章
を
語
る
こ

と
が
で
き
な
い
で
あ
ろ
う
。

史
書
の
評
点
は
八
股
文
の
一
線
向
を
正
す
と
い
う
口
対
的
を
あ
る
程
度

で
来
た
し
た
が
、
評
い
た
と
い
う
形
式
は
文
章
の
具
体
的
批
評
が
多
く
、

よ
り
理
論
的
思
弁
的
な
体
系
を
形
成
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、
そ
の
限

界
を
露
呈
し
た
の
で
あ
る
。
結
局
、
清
米
に
科
挙
制
度
の
廃
止
と
共

に
八
段
文
も
そ
の
終
駕
を
告
げ
、
評
点
も
明
清
文
学
批
評
の
主
要
形

式
と
し
て
の
使
命
を
終
え
た
。
代
わ
り
に
「
菌
学
東
漸
」
の
波
に
乗

り
、
西
洋
の
文
学
批
評
様
式
と
理
論
が
中
間
近
代
文
学
批
評
の
主
流

と
な
っ
た
。
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注
釈
一

1
．
宋
・
呉
悠
秀
明
文
章
去
と
安
定
四
－
聖
書
集
部
八
）

2
．
八
股
文
に
つ
い
て
は
い
ろ
ん
な
説
が
あ
り
、
そ
の
詳
し
い
こ
と
は
清
人
梁

察
銭
の
『
型
義
援
出
一
位
や
襲
附
の
『
八
股
文
小
ゆ
ハ
』
な
ど
の
審
物
に
紹
介

・5
れ
て
い
る
。
し
か
し
清
人
畷
炎
武
の
鋭
が
一
般
的
で
あ
る
。
本
総
も
顧

炎
武
の
説
に
従
う
。

3
．
司
王
役
員
の
円
余
山
内
最
重
巻
八
士
、
ま
た
は
本
語
一
光
の
『
塑
殺

科
晴
樹
記
隔
に
も
詳
細
に
司
記
し
て
い
る
。

4
．
部
雲
棚
仰
の
明
八
股
文
小
史
』
（
一
一
関
頁
、
中
国
人
民
大
学
出
版
社
～
一
九

九
四
年
）
に
よ
る
と
、
「
戯
搭
題
」
と
「
就
是
把
上
部
一
期
茶
番
的
議
後
一
倒

句
蓋
語
学
ゆ
和
下
一
室
高
語
版
地
内
総
宝
筑
間
頭
…
句
聯
在
一
起
さ
至

語
不
成
文
照
緩
可
以
作
為
題
戸
以
之
官
時
作
八
股
文
」
（
す
な
わ
ち
前
の
一

章
の
最
後
の
一
’
句
或
い
は
数
文
字
を
も
っ
て
、
次
の
察
の
始
め
の
数
文
字

或
い
は
は
じ
め
の
一
句
と
つ
な
げ
さ
せ
、
題
目
と
す
る
と
い
う
。
）

5
．
苧
占
墾
が
八
股
文
の
文
法
を
壁
H

品，守

ば
渓
傑
は
『
四
番
源
流
考
』
凸
「
｛
益
一
較
経
世
文
一
醤
巻
五
尚
平
術
）
の
中
に
「
而

酷
吋
文
」
乙
法
包
申
滋
，
鰹
亦
藤
選
。
景
泰
夫
頗
以
前
，
滞
撲
米
関
：
際
喜
震

以
後
，
風
気
漸
降
。
其
潤
佳
子
，
米
可
Hm指
。
約
市
綜
之
，
平
一
寸
渓
造
英

機
，
錦
笈
川
振
其
緒
，
金
正
品
巾
持
其
終
。
他
若
子
廷
滋
之
忠
節
，
関
山
口
沙

之明日‘潟
T

，
辞
方
山
之
山
人
オ
，
出
崩
菊
川
川
茅
鹿
聞
け
之
終
演
，
椅
界
議
字
削
知
山
之

品
料
殺
，
出
兵
総
投
，
山
明
日
勝
一
専
門
。
（
中
絡
）
其
時
又
若
鎖
的
例
議
隊
臥
子
者
，

皆
秋
新
絞
日
，
主
ハ
文
字
額
頒
於
商
江
四
銭
之
家
，
遂
以
給
明
代
将
文
之

局
。
」
と
あ
り
、
王
議
（
守
渓
）
は
八
股
文
の
文
法
を
極
め
た
と
評
価
し
て

いる。

6
．
明
・
玉
整
震
津
長
訟
一
巳
均
百
部
数
番
』
資
顔
設
秘
笈
影
印
本
山

7
．
明
・
婦
有
光
字
〈
察
指
南
・
仁
集
』
六
十
七
頁
、
台
湾
広
文
書
局
影
印
本

中
一
議
浅
田
六
十
一
年

8
．
こ
れ
に
つ
い
て
は
総
論
潔
月
絡
の
文
雲
附
1
1
「
孫
月
総
先
生
批
評
史

記
」
を
中
心
に
』
（
関
西
大
学
『
中
幽
玄
後
ゐ
ぷ
叫
要
』
第
二
十
一
一
一
鋭
、
平
成

十
四
年
…
一
一
月
）
詳
し
い
綴
介
が
あ
る
。

9
．
消
・
お
塘
『
明
文
一
君
ハ
綴
・
中
席
上
義
型
乾
隆
五
十
一
年
刊
本

山
山
・
程
穏
図
説
刷
科
小
録
・
陵
象
山
謀
議
文
序
』
の
ほ
か
に
、
湾
人
越
潔
の

『
骸
絵
叢
品
四
d
h

巻
一
一
一
十
一
一
一
刻
同
対
に
よ
る
と
、
十
八
一
腐
の
刊
行
は
前
向
間
関
イ
ヤ
ム

辰
（
高
麗
二
十
、
一
五
九
一
一
）
に
始
ま
っ
た
。
『
鈎
一
光
録
』
か
ら
始
め
て
批

点
を
加
え
る
形
と
な
り
、
支
廃
品
仰
が
円
程
怒
日
を
編
集
し
た
後
、
坊
制
剤
十
棋

が
徐
々
に
増
え
て
き
た
。
大
体
四
種
類
あ
る
。
『
一
稜
県
立
と
は
主
口
町
や
士
子

の
文
濯
で
あ
り
、
課
程
と
は
十
八
房
の
進
士
の
悶
作
で
あ
り
、
円
行
巻
』

と
は
挙
ナ
の
文
率
で
あ
り
、
『
社
謹
と
は
諸
生
の
会
課
の
作
で
あ
る
。
各

科
医
の
一
房
考
の
対
本
は
蘇
川
燃
や
杭
川
よ
り
出
版
さ
れ
て
い
る
。
北
方
の
弱

家
は
そ
れ
を
賢
い
取
り
販
売
し
た
と
い
う
。

日
．
清
・
梁
寧
鐙
の
吋
制
限
義
談
話
巴
巻
六
一
六
六
頁
、
時
間
文
香
局
影
印
本
、
中

滋
十
災
関
六
十
五
年
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